
日本では、ほとんどのタバコが１箱（２０本入り）４３０円で販売されています。この値段を聞いて「安い」

と感じる人は少ないはずです。しかし、一旦ニコチン依存症にかかってしまうと、「高い」と思いながらで

もタバコを買い続けなければなりません。毎日のように４３０円を払い続けるのは、タバコを吸わない人

や興味のない人にとって「もったいない」と感じるでしょう。 

ところで、このタバコの価格の大半は税金だと言うことを知っていますか。下図に示すように税金の

割合が６割を超えています。つまり４３０円のうち２７０円以上も税金を支払っている事になるのです。タ

バコは「生活必需品」ではなく、好きな人だけが必要な「嗜好
し こ う

品」という扱いで課税されているのですが、

それにしてもその税率が高いのはなぜなのでしょう。 

税金を徴収する側からすれば、

税収を多くするため「高くても売れ

る」タバコの税率が高くなっていると

いう見方もできますが、タバコは

人々の健康を害する商品なので、

売れない方が国民のためには良い

と考えると、税金を高くして買いにく

くしていると見ることができます。 

そんな事情があって、日本より諸

外国のタバコの値段とその税金は

もっと高くなっています。左下のグラ

フを見ると、米国（ニューヨーク）や

英国では１箱１０００円を超え、オー

ストラリアでも９００円もします。 

 

私たちには、４３０円の日本のタ

バコは「高い」と感じられています

が、世界的には安く、まだまだ買い

やすい価格なのです。 

日本のタバコも、近い将来「高く

て買えない」ぐらいの価格になる時

代が来るかもしれません。 
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